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愛知におけるハイイロヤハズカミキリの分布

筆者らは今日までに愛知県内において下記の

とおり本種Ni phona furca ta (BATES)を採

集しているので紹介する。

①瀬戸市定光寺町

1974. 1. 26 3.EXS(NA) IDST. メタケ

1976. 2. 6 2EXS (NA) IDST. メタケ

②名占屋市天臼区天白町

1切9. 4. 9 7EXS (NA) IDST. メタケ

⑧西加茂郡藤岡町

1切9. 4. 12 5EXS (NA) :00ST. メタケ

④名占屋市緑区大商町

1979. 4. 14 2EXS (NA) :00ST. メタケ

⑥豊明市栄町

1979. 4. 12 5EXS (NA) :00ST. メタケ

⑥名古屋市緑区有松町

1977. 1. 29 1.EXS(NA) :00ST. メタケ

⑦東海市名和町

1切7. 1. 20 2EXS(NA) :00ST. メタケ

⑧大府市長草町

1977. 1. 20 lEXS (NA) :00ST. メタケ

⑨知立市一里山

1切9. 4. 22 lEXS (NA) :00ST. メタケ

⑩豊田市力石町

1979. 4. 6 4EXS(NA) :00ST. メタケ

湯沢宣久 石川 豊

⑪北設楽郡稲武町

1979. 4 。 6 3EXS (NA) HOST. メタケ

⑫豊田市松平町

1977. 1. 16 

⑬西尾市鋸谷町

SEXS (NA) HOST．霊

1980. 2. 16 3EXS (NA) OOST. メタ'r.

⑭幡豆郡幅豆町

1980. 2. 16 lEX (NA) 印ST. メタ'r.

⑮知多郡南知多町

1977. 1. 6 2EXS (NA) IDST, メタ'r.

⑯南設楽郡鳳来町

1978. 3. 6 lEX (NA) IDST, メタ'r.

⑰宝飯郡一宮町

1979. 4. 12 3EXS (NA) IDST・メタヶ．

⑱豊僑市石巻町

1978. 3. 24 2EXS (NA) IDST, マタ7.

⑲渥美郡渥美町

1980. 1. 20 lEX (NA) OOST, メタヶ．

⑳渥美郡赤羽根町

1979 . 1 . 16 2EX (NA) IDST. メヨぷ

以上、筆者らの採集できた地のみでもそう当

に広範囲に渡り分布していることがわかる。こ

れは県内には、本種の食樹である竹類が豊産す

ることによるものと思われる。尚、筆者らが確

認できた食樹は、メダケ、マダケ、ヨシの 3 種
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であった 。また、分布を記録できなかった 県北
部 、三河高原（下山村、作手村）一帯、奥三河
山間部（豊根村 、冨山村）周辺でもこれらの竹
類を目やすとすれば 、割合容易に見つかるもの
と思われる。が、単に採集地 を増やすのでなく、
例えば、他の竹類（ハチク、モウソウチク）の
綱枝には寄食しないのだろうかとか、後食はど

※ 
うなのだろうか、など生態面も合わせて調ぺて
見たいものである。

※本種の後食IC.ついて筆者の知る限りでは、河
路掛吾氏により モウソウチクの細枝が確認さ
れているのみである。（未発表）

オオチャイロハナムグリを富山村で採集

竹 内 克 畳

筆者は本種Osmnderma opicum Lewis 

(1¥)を富山村で採集しているので報告してお

きたい。

（採集地 ）愛知県北設楽郡冨山村大沼

（採集日）1 9 7 9年8 月5日

採集個体は標裔約l()()()nの自然林と伐採跡地と

の境にあるミズナラの立枯木上に静止していた

ものである。この立枯木は胸高直径約70�で、

地上1--4 mほどの部分にわた って繊維方向に細

長い開口部があり、内部は空洞となっている本

種好みの状態であるため、当個体はこれより発

生したか、あるいは産卵のため飛来したもので

はないかと思われる。

三河地方では、過去19あ年に 三河川合で採集

•大平仁夫(1切3) 鳳来寺山付近の毘虫類、鳳

来寺山自然科学博物館。 ．

されているが、その後の記録がないとのことで
．

ある。

なお、標本は松野更ー氏が保管する。 ヘ

,,

筆者が富山村で採集した個体
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大平・山崎氏の

「三河のカミキリムシ(1) 文献資料編」の補遺

大平仁夫・山崎隆弘氏は鳳来寺山自然科学博

物館々報 8 P P. 1 -20 (1979) に上記表題の論

文を発表された。三河地方のカミキリムシに関

する文献を広範囲に紹介し、便宜を与えられた。

その中で疑問や間違いを所々消されているが不

十分であると思われる。この点は月刊むし 109

p. 29こも指摘された通りである。

私は東海甲虫誌23報（佳香蝶 31 (120) 1979 

）に訂正を書いたが、掲載が遅く大平・山崎氏

は読まれなかった。一方竹内克豊氏も不審な種

を確認すべく努力され、色々と私に連絡された。

これらを総合して追加、訂正、要確認などを記

述してより正確なものにしたい。

引用文献は発表者名の次に（）で記した。

1) Arhopalus tobirensis Hayashi 

シナノサピカミキリ

佐藤氏 (22) の報告を疑問に思い、私は佐藤

氏に問合せたら同定違いで、正しくはA, rustiｭ

cus サピカミキリとのことであった。私はこ

のことを既に述べた（ 9) 。

2) Asemum punctulatum Blessi g 

ヒメマルクピヒラタカミキリ

原田氏（ 3) が報告されたが、竹内克豊氏は

設楽町田口に出掛け、発表論文に使われた標本

を調べたら、 A. s t r i a tum オオマルクビヒラタ

カミキリの小型個体であった。なお、竹内氏が

再同定された標本を基にして、原田氏 (4) は

改めて論文を書き直された。

3) Tetropium castaneum Li nne 

トドマッカミキリ

竹内•松村氏 (29) が足助町から記録されて

いるが、発表者自身が人為的偶産種と記してい

穂積俊文

fig. 1. 

fig: 2. 

fig. 3. 
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るので、三河地方土着でない。

4) Rhagi urn japoni cum Bates 

ニッポンハイイロハナカミキリ

鈴木氏（あ）が本宮山から記録された。青木

氏（ 1) の論文以前は同定に困難なことが多い。

本種は本宮山のような低山に生息する可能性は

大変少なく、近似の R. pseudo j apon i cum ニセ

ハイイロハナカミキリが岡崎市で多数採集され

ているので（お）、鈴木氏の記録はニセハイイ

ロハナの可能性が大変強い。むしろニセハイイ

ロと訂正してもよいだろう。

5) Macropidonia ruficollis Pie 

アカムネカミキリ

神谷氏 (12) の報告がある。この報文を作ら

れた 1950年代の前半は、段戸はプナ、ッガなど

の原生林でカラマツが所々に生えていた。カラ

マツのみの森林はなかった。昆虫のグループに

よっては、誨査に加った学生の同定をそのまま

報告書に記されたと聞いている。現在この報告

書に使われた標本は存在せず、以上の事柄から

本種の記録は疑問点が多く保留すべきである。

6) P idonia i11suturata Pie 

ョコモンヒメハナカミキリ

神谷氏 (12) の報告である。豊根村の記録だ

が、高度から考えて本種の分布は疑問。また隣

接の長野県南部には記録がない (18) 。この報

告書に使われた標本は現存せず、誤同定の可能

性も少なくないので、保留記録とすべきである。

7) Pidonia miwai Matsushita 

ミワヒメハナカミキリ

私（ 8) が稲武町より報告した。しかし同定

に疑問を感じ、露木繁雄氏に同定を願ったら二

セヨコモンヒメハナカミキリ P. simi llima ~で

あった。私は訂正文を書いている (9) 。

8) Corynbia variicornis Dahnan 

プチヒゲハナカミキリ

鋤柄氏 (24) が段戸から記録した。これを神

谷氏 (12) (13) と私（8) が引用した。最近竹

内克豊氏がこの鋤柄氏の標本(fig 1) を再同

定したら C. igaiイガプチヒゲハナカミキリで

あった。この記録は削除される。

9) Kazuoclytus lautoides Hayashi 

ヤマトシロオピトラカミキリ

大平・山崎氏論文は稲武町 (27) 、設楽町（

3)もあげている。しかし稲武町の文献にはこの

記録はなく、大平・山崎氏の見間違いである。

設楽町は同定違いと判明したので、原田氏は削

除して論文を書かれた (4) 。

従って現在のところ、阿寺 (31) と猿投山（9)

の記録のみである。

10) Clytus raddensis Pie 

シラオピトラカミキリ

竹内克豊氏の再同定で、 C. rrelaenus シラケ

トラカミキが正しいと判明し、原田氏は論文を

書き直された（ 4) 。従って愛知県は未記録で

ある。

11) Plagionotus i-ilcher Blessig 

コトラカミキリ

記録地の石巻山の環境からみて生息は疑問で、

人為的（運ばれた材などから発生）か、誤同定

かであり、確認を要する。

12) Anaglyptus colobotheoides Bates 

シロヘリトラカミキリ

鋤柄氏が鳳来寺山から記録した C 24) 。神谷

氏 (12) と私（ 9) がこれを引用した。しかし

疑問を感じて私は鋤柄氏宅を訪ねて再定したら、

A. subfasc i a tus キオビトラカミキリ（スギノ

アカネトラカミキリ）であった(fig 2)。この

記録はキオビトラと変更すべきで、私は既に述

べた (9) 。

13) Mesosa perplex Pascoe 

チヤゴマフカミキリ

鳳来寺山 (7) 、 r」屯反井町(17) を大平・山

崎氏はあげている。本種は兵庫県以西の西日本

には各地で稀ながら報告されている。兵庫県以

東では福井 (10) 、三重 (20) 、静岡 C 32) 、

千葉(19) 、疾城 (6) 、岩手（2）に採集報告が

あるが、草間先生の話では東日本の記録は疑問

ゃ、明らかな誤同定ばかりであると。三河地方

のチャゴマフも標本を確認する必要がある。
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14) Neosybra cribrella Bates 

ヒメアヤモンチピカミキリ

稲武町の記録を、 2 つの文献であげている（

14、切）。しかしこの 2 文献を調べたが本種Q記

録はない。大平 ・ 山崎氏の見間違いである。

また豊檎市岩屋山の記録をあけている (26)。

本種は西日本に分布し、現在は三重県御在所岳

が最東端の記録である（佳香蝶；27 (101)15. 19

75 入従って豊楠市での発見は貴重なので、標本

を確認すべく発表者の鈴木友之氏に手紙を 出し

たら、次の返事を載いた（昭和あ年 3 月 5 日）。

「あくまで採集記録が目的でないので、 空散の

拾収虫は破損が甚しく、種の簡単な確認を して

処分し、標本はありません」と。 破狽標本を簡

単な同定で発表され、しかも破棄されたので、

同定疑問種と取扱い、記録は保留とす 。

15) Monochamus nitens Bates 

シラフヒゲナガカミキリ

全く恥をさら す次第である。大平・山崎氏の

論文を見てオヤッと思い、早速佳香蝶 21 (78) 

の拙文を読んでみた。 1968 年 9 月 22日に裏谷で

採集したと報告してある。標本箱を探してもな

いし、私の日誌を見てもこの日は自宅にい た。

何故このようなミスが起こったか全くわからな

いし、今まで気付かなかったのも不覚で、ここ

に取消して お詫びしたい。

16) Acalolepta degener a Bates 

ヒメピロウドカミキリ

神谷氏 (1 2) が報告し、 私(8)が引用Iした。

神谷氏の調査された1950年代前半の段戸は、昼

なお暗い原生林が多く、草原性の本種の記録は

疑問である。同定も学生に任したのみ？

神谷氏の段戸の記録は保留とするが、竹内克

豊氏が鋤柄氏の標本を調べた時に、 豊根村茶臼

山の 1 ¥を見出 している(fig 3)。

（見落し種）

大平 ・ 山崎氏が見落された種を述べる。

1) Nee叫ali s ·solida Bates 

オオホソコパネカミキリ

ニッコウホゾコバネカミキリの名で神谷 ・大

平氏が段戸をあげている ( 11) 。 このことを大

平 ・ 山崎氏が記入しなかったのは、見落しか、

誤りで取消したのか何れかであろう。

2) Tr ichoferus carnpestris Faldermann 

マルクピケマダラカミキリ

臼井氏(23)が豊橋市より報告している。

3 ) Ceresium holophaeum Bates 

ョコヤマヒメカミキリ

大平仁夫氏が岡崎市で採集されたヒメカミキ

＇）を林匡夫氏に送られた。 林比（ 5 ) はこれを

Curtomerus flavus Fabr icius マルクピヒメ

カミキリと発表された。 これは同定誤りでヨコ

ヤ マヒメカミキリの小形で色の淡い個体と訂正

をされた（林氏私信）。 最近湯沢氏 (34) は渥

美半島から記録された。 なお近似の C. longico

rne ヒゲナガヒメカミキリは三河地方の 3 ケ所

で記録さ れているが、これらの報告の中にヨコ

ヤマ ヒメが混じているかも知れない 。

4 ) Molorchus hattori i Ohbayashi

クロツヤヒゲナガコバネカミキリ

下山村のカエデの花で河路氏 (15) が記録し

ている。

5 ) Mesosa poecila Bates 

マダラゴマフカミキリ

下山村三河湖付近で、 ミズナラ？の材から脱

出したのを斉藤氏（ 21) が報告している。

6 ) Oberea nigriventri s Bates 

ホソッツリンゴカミキリ

神谷氏 (1 2) はホ ‘ノキリンゴカミキリの和名

で、段戸から報告された。

（その後の追加種）

大平 ・ 山崎氏は 1978年までの文献資料を紹介

された。 l<J79年以降のを記してみよう。

r) Anag lyp tus ma tsusbi tai Hayashi

マッシタトラカミキリ

稲武町高田木から集めた枯れたクリより、 幼

虫を羽化させている ( 35) 。
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2) Asaperda agapanthina Bates 色々と御協力を給り感謝の意を表したい。

シナノクロフカミキリ

稲武町面ノ木峠の材より羽化させている (35) 引用文献 (A B C 順）

3) Sybra unifasciata Fujimura 1) 青木重幸 1972 : A revision of the Ja-

ヒトオピチピカミキリ panese species of Rhagium 、毘虫 40(3) 、

河路氏 (16) は稲武町黒田で集めた枯材、湯 162-173 

沢氏 (35) は設楽町栗島林道で集めた枯材から 2) 千葉惇平他 1962 ：哨町打産カミキリムシ科

本種を羽脱させている。

4) Ropica dorsalis Schwarzer 

フタホシサピカミキリ

竹内氏（ 30) は豊根村分地で、灯火採集で採

集されている。本種は種子島以南、西表島まで

分布し、四国・九州では発見されていない。本

州では果京から愛知までの大平洋岸の諸県と、

山梨・長野の両県から記録されていて、その分

布は限られている。

5) Clytos血a pulchra Bates 

ジュウジクロカミキリ

稲武町大野顛のオニグルミの枯枝から羽化さ

せている (35) 。

（まとめ）

確認した同定違い・・・・・・シナノサビ、 ヒメマル

クピヒラタ、ミワヒメハナ、ブチヒゲハナ、ヤ

マトシロオビトラ、シロオピトラ、シロヘリトラ

ラ、 6 種。

同定違いらしいが、標本がなく確認不能（保

留記録）…•••アカムネハナ、ヨコモンヒメハナ、

ヒメアヤモンチビ、ヒメピロウド。 4 種。

ぽんやりミス・・・・・・シラフヒゲナガ。

偶産種•••…トドマッ

標本確認を要する記録（準保留記録）・・・・・・ニ

ッポンハイイロハナ、コトラ、チャゴマフ、 3

種。

追加種・・・・・・オオホ‘ノコパネ、 マルクピケマダ｀

ラ、ヨコヤマヒメ、クロツヤヒゲナガコパネ、

マダラゴマフ、ホソッツリンゴ、マッシタトラ、

シナノクロフ、ヒトオビチビ、フタホシサビ、

ジュウジクロ、 1 1 種。

以上であるが、竹内克豊氏は写真撮影を始め

目録、 Danbur i 3 、 16 -20 

3) 原田猪津夫 1978 ：広域農業開発基本計画

調査 設楽地区調査報告書（東海農政局計

画部刊）、 11 →4

4)-1切9 :三河で採集したカミキ

リムシ、鳳来寺山自然科学博物館館報8 、 21

-27 

5) 林匡夫 1956 : Studies on Cerambyciｭ

dae fr四Jap叩皿d its adjacent regions 

(V) 、昆虫学評論 7 (2) 、 39 -41 

6) 日置正義 1973 ：茨城のカミキリムシ、る

りぽし 1 、 6-9

7) 鳳来寺山自然科学博物館資料分類目録 1 、 44

-45 

8) 穂積俊文 1972: 東海甲虫誌第18報、佳香

蝶 24(92) 、 38 -56 

9)-1切9：同第23ffl、同誌 31 (120). 

54 -63 

10) 井崎市左衛門 1959 ：福井県のカミキリ、

新毘虫 12(1) 、 47 -50 

11) 神谷一男・大平仁夫 1954 ：愛知県に産す

る興味ある甲虫類、新昆虫 7 (7) 、 2D-24

12) 神谷一男 1955 ：北設山岳及鳳来寺山県立

公隈一帯の自然科学、 62 -67 

13) -1956：三河湾自然公園調査報告

書

14) 蟹江 昇・竹内克豊・今瀬雅行 1切7 ：名

古屋毘虫同好会奥三河採集会ーカミキリム

シ科の記録一、佳香蝶 29(11 1)、 34 -35 

15) 河路掛吾 1976 ：愛知県東加茂郡でクロッ

ヤヒゲナガコパネカミキリを採集、佳香蝶

28 (107) 、 48

16) -1979: カミキリムシ科 2 種の蛹

ヘ
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豊橋市のギフヂョウについて

以前、豊橋市は本種の多産地でしたが、近年

ではほぽ絶滅に近い状態です。 それで私は、 昭

和 5 0 年とろより本種の調査をして来ました。

その結果、昨年岩綺町にて本種を1 頭得ること

ができました。 のでここに発表します。

採集地 ：豊橋市岩崎町

採集月日： 1 9 7 9 年 3 月 3 1 日 (1 o) 

採集者 ：村田文彦

村 田 文 彦

岩崎町産 



1 980年8月(110) 三河の昆虫

ニホンホホビロコメッキモドキを採集，

筆者はニホンホホピロコメッキモドキDou

bledaya bucculenta Lewis を採集している。

本種は珍らしいと思われるので報告しておく。

1 9 7 7. I. 1 6. 5 8. 5 9. 

豊田市六所山。

本種は、数年前に切られ枯れたマダケの空洞

中に見つかり、 1本（約3m)には1~3頭が

各1頭ずつ見られた。 なお、幼虫も数頭見られ

た。

参考文献
林 長閑(1974)ニホンホホビロコメッキモド

キの生態、昆虫と自然Vol 1. 9．1'«J. 7。

河 路 掛 吾

三河で採巣したクワガタ2種

ルリクワガタ
筆者は、 三河地方では珍らしいと思われるク

ワガタムシを採集しているので報告しておく。

(1) ルリクワガタ（左）

Platycerus deli catulus LEWIS 

採集日：l'J74. V. 26. lEX 

採集地：北設楽郡設楽町段戸裏谷。

枝先に付いていたのか？飛来して来たのか

？採集中の筆者の上着に付いていた。・

河 路 掛 吾

チピクワガタ
(2) チビクワガタ（右）

Figulus binodul皿WATERHOUSE

採集日：1975, Vi. 7. 8 EXS. 

採集地：南設楽郡鳳来町湯谷

湯谷湿泉付近の水銀燈下で採集。他にノコ

ギリクワガタ、 コクワガタなどが見られた。
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